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才136号年賀状は12月

22日までに.′

郵便番号で都道府名の省略か

できます。

小包は12月15日までに
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一

四
三
年
に
企
画
さ
れ
ま
し
た

高
萩
市
総
合
振
興
事
業
計
凹
に

基
い
て
”
昨
年
か
ら
土
地
買
収

を
進
め
て
き
ま
し
た
、
松
久
保

工
業
団
地
の
起
工
式
が
、
今
月

九
日
好
天
下
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

同
口
造
成
地
に
ご
協
力
下

》
｛
｜
つ
た
開
係
地
主
二
二
名
、

代
替
地
側
係
者
四
四
名
と
、
土

地
交
渉
に
お
骨
折
り
下
さ
っ
た

関
係
者
四
六
名
の
方
々
に
感
謝

状
か
畷
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
に
よ
り
、
計
画
が
よ

鍛
確
鍛
託
》

hq~蟻凹

州
飛
恥
躍
職
糾
泌
出
呵

榊
脚
祇
烈
偲
唾
業
団
地

蕊
麺蟻

琴

Ⅱ
患

“
り
一
歩
完
成
に
近
ず
い
た
の
で

す
が
、
当
団
地
造
成
計
画
で
、

計
Ⅲ
さ
れ
て
お
り
ま
す
造
成
面

積
は
、
お
よ
そ
五
○
万
平
方
メ

ー
ト
ル
の
ぼ
う
大
な
も
の
で
、

工
業
徴
、
用
地
費
な
ど
を
一
括

し
ま
す
総
署
業
費
も
、
一
○
億

円
を
下
ら
な
い
巨
額
に
な
り
ま

す
。
造
成
業
者
は
、
大
林
細
常
盤

開
発
の
二
社
が
つ
く
る
共
同
企

業
体
に
決
ま
り
、
四
七
年
三
月

未
完
成
を
目
標
に
、
た
堂
ち
に

潜
工
さ
れ
ま
し
た
。
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こ
う
し
て
、
私
た
ち
の
高
萩
市

発
展
の
希
望
飛
糀
へ
の
出
発

」
は
、
は
っ
き
り
し
た
第
一
歩

を
踏
一
み
出
し
た
の
で
す
。

こ
の
団
地
が
完
成
し
、
同
期

完
成
を
目
標
に
し
て
一
足
先

に
着
工
、
急
ピ
ッ
手
で
建
設
中

の
花
貫
ダ
ム
と
の
間
に
紡
水
・
〈

イ
フ
が
結
ば
れ
た
と
ぎ
、
工
業

と
ク
ム
の
新
し
い
商
祇
が
批
生

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
§
い

ま
、
そ
れ
は
二
年
後
の
近
い
日

に
約
束
さ
れ
た
の
で
す
。

「
１
１
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

Ⅱ
高
萩
駅
中
ホ
ー
ム
に
展
示
Ⅱ

名
馬
の
里
高
萩
が
、
黒
牛
に
の
月
日
を
用
い
て
、
完
成
し
ま

転
換
し
て
丁
度
一
○
年
。
し
た
。

一
○
○
○
頭
目
標
を
記
念
し
、
駅
ホ
ー
ム
展
示
に
つ
い
て
は

高
萩
牛
の
名
盛
を
ひ
ろ
く
国
内
国
鉄
以
来
初
め
て
の
こ
と
で
、

に
示
そ
う
と
、
全
国
初
の
「
黒
高
萩
駅
長
の
非
常
な
お
骨
折
り

毛
和
牛
の
は
く
製
」
が
完
成
、
を
願
い
、
実
現
し
ま
し
た
。

高
萩
駅
ホ
ー
ム
水
戸
駅
寄
り
に
高
萩
駅
通
過
の
旅
客
は
、
年
間

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
お
よ
そ
一
三
○
万
人
と
推
定
さ

製
作
に
当
っ
て
は
、
市
議
会
の
れ
、
高
萩
牛
の
名
は
、
ひ
ろ
く

全
面
的
な
協
賛
を
得
、
県
北
家
国
内
に
知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な

畜
保
健
衛
生
所
の
指
導
を
受
け
る
で
し
ょ
う
。

高
萩
産
の
七
ヵ
月
の
子
牛
を
購
な
お
、
写
真
は
二
月
七
日

入
、
い
わ
き
市
小
名
浜
、
東
北
に
行
わ
れ
ま
し
た
、
除
幕
式
の

化
学
標
本
社
の
手
で
、
四
カ
月
模
様
で
す
。

写真上は･ ･ ･産炭地域振興事業団理事長によるクワ入れ、

下は地主代表の小野寅次郎さんに感謝状を贈る安村市長

全
国
で
初
め
て
の
黒
毛

和
牛
の
は
く
製
が
完
成

…

…
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農
地
法
の
改
正
が
、
第
六
三

特
別
国
会
で
成
立
、
一
○
月
一

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
の
ね
ら
い
は
、

土
地
の
農
業
上
の
効
率
的
利
用

＃を
計
り
、
農
業
規
棋
拡
大
を
容

易
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

主
な
改
碓
点
は
次
の
通
り
で
す

囹
股
地
移
助
の
制
限

Ａ
股
地
を
取
符
す
る
場
合
の

下
限
Ⅶ
枝
が
洲
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
今
ま
で
は
、
二
○
ア
ー
ル

耕
作
し
て
い
れ
ば
農
地
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

今
度
の
改
正
で
権
利
取
得
後
の

耕
作
面
積
が
、
五
○
ア
ー
ル
以

上
で
な
け
れ
ば
、
農
地
の
売
買

借
受
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。

Ｂ
農
地
を
取
得
す
る
場
合
の

上
限
而
職
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た

今
ま
で
は
、
上
限
面
職
が
あ
り

ま
し
た
が
今
後
は
自
家
労
力
で

常
時
農
業
に
従
事
す
る
と
認
め

ら
れ
ま
す
と
、
制
限
な
く
取
得

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｏ
創
設
農
地
の
貸
付
禁
止
が

解
除
さ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
自
作
農
創
設
の
為

売
渡
し
た
農
地
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
貸
付
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
後
は
売
渡
後

一
○
年
を
経
た
も
の
に
は
、
貸

付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

み
」
。
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農
地
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
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，
経
営
が
無
理
な
農
地
の
取
園
賃
貸
借
解
約
制
限
の
緩
和

得
ば
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
Ａ
改
正
農
地
法
施
行
後
、
新

農
地
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
場
た
に
小
作
契
約
し
た
も
の
に
つ

合
、
通
作
卵
離
、
耕
作
の
状
況
い
て
、
そ
の
解
約
は
知
事
の
汀

等
を
、
検
討
し
て
農
地
を
効
率
可
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

的
に
利
用
で
き
な
い
と
認
め
ら
Ｂ
合
意
に
よ
る
解
約
は
、
鵬

れ
る
場
合
は
、
許
可
さ
れ
ま
せ
地
を
引
渡
す
期
日
六
ヵ
月
以
内

ん
。
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

Ｅ
股
協
が
委
沁
腓
仲
す
る
こ
の
旨
が
害
、
で
明
か
な
も
の
に

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
つ
い
て
は
、
知
州
の
詐
叫
を
蝿

た
。
股
協
法
の
一
部
改
爪
に
よ
し
ま
せ
ん
。

り
、
細
合
風
か
ら
委
託
を
受
け
Ｃ
契
約
期
間
を
定
め
な
い
小

て
農
堆
経
営
を
行
う
場
合
、
農
作
契
約
（
大
部
分
の
も
の
は
こ

地
の
椛
利
を
取
得
で
き
る
よ
う
れ
に
入
る
）
に
つ
い
て
は
、
改

に
な
り
ま
し
た
。
正
後
一
○
年
を
経
過
し
て
も
、

Ｆ
農
地
の
売
買
、
贈
与
の
許
知
事
の
許
・
可
が
必
要
で
す
。

可
の
大
部
分
が
股
業
委
員
会
で
Ｄ
知
事
許
可
を
要
し
な
い
合

許
可
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
意
解
約
、
解
約
の
申
入
、
更
斯

た
。
今
ま
で
は
農
地
の
賃
貸
借
森
絶
の
通
知
を
し
た
も
の
は
、

の
桑
を
委
戯
会
で
許
可
し
て
お
そ
の
時
か
ら
三
○
日
以
内
に
股

り
ま
し
た
が
、
改
正
に
よ
り
、
業
委
員
会
に
書
面
を
も
っ
て
通

五
○
ア
ー
ル
以
上
耕
作
し
て
い
知
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

る
者
、
親
子
間
の
賊
与
等
は
委
園
法
定
小
作
料
の
徹
廃

貝
会
で
許
可
、
他
市
町
村
か
ら
法
定
小
作
料
が
徹
廃
さ
れ
、

取
得
し
て
五
○
ア
ー
ル
以
上
に
当
事
者
間
の
契
約
に
よ
る
こ
と

達
す
る
も
の
は
、
知
事
許
可
と
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
農
業
委
員

な
り
ま
し
た
。
会
が
標
準
小
作
料
を
設
定
し
、

囮
小
作
地
所
有
制
限
の
緩
和
小
作
料
の
増
額
、
減
額
の
請
求

農
地
の
所
有
者
が
在
村
時
、
椎
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

一
○
年
以
上
所
有
し
て
い
た
農
ま
た
ゞ
農
業
委
員
会
は
不
当
に

地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
有
者
高
い
小
作
料
に
つ
い
て
は
、
減

及
び
そ
の
所
有
椎
を
継
挙
し
た
額
勧
告
が
で
き
ま
す
。

相
続
人
の
二
親
等
ま
で
に
限
り
圏
農
業
委
員
会
に
よ
る
和
解

在
村
し
て
な
く
と
も
、
小
作
地
の
仲
介

所
有
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
農
地
等
の
紛
争
に
つ
い
て
は

当
事
者
の
一
方
か
ら
の
裁
判
等
◎
農
地
保
有
合
理
化
法
人
の

に
よ
ら
な
い
で
、
農
業
委
員
会
設
立

長
が
事
件
ご
と
に
三
名
の
仲
介
こ
の
法
人
は
、
離
農
者
の
農

委
員
を
選
出
し
、
解
決
に
当
る
地
を
買
受
け
ま
た
は
借
受
、
も

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
く
は
未
誰
地
を
開
発
し
て
、

こ
の
効
力
は
民
法
六
九
六
条
に
農
地
等
と
し
た
土
地
で
、
そ
の

定
め
る
効
力
と
同
様
の
も
の
と

さ
れ
て
お
り
》
仲
介
に
洲
っ
て
開
発
後
売
渡
し
交
換
し
、
ま
た

は
調
圭
一
白
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
は
貸
付
け
を
行
う
、
が
ｗ
ｗ
利
法

人
で
、
市
町
村
艇
協
字
・
か
行
う

り
ま
せ
ん
、

な
お
、
和
解
が
農
業
委
員
会
こ
と
、
が
一
Ｃ
き
ま
す
。

に
お
い
て
附
靴
不
適
淵
と
認
な
お
、
こ
の
微
小
Ｍ
に
刈
っ
て
眺

め
ら
れ
た
場
合
は
知
伽
に
叩
立
股
業
推
伽
〈
地
域
帷
心
州
法
の
適
応

を
受
け
た
後
と
な
っ
て
い
ま
す

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
Ｊ
１
、
〃
Ｖ
、
〃
ｆ
略
ｊ
ｆ
４
ｖ
ｊ
グ
０
も
、
ｊ
ｆ
℃
１
〃
ｑ
１
Ｊ
″
込
刷
〃
１
承
凹
ｆ
Ｌ
、
〃
ｆ
、
四
ク
リ
唖
△
〃
Ⅸ
１
Ｊ
呵
り
ｊ
″
＆
マ
ー
ｒ
や
Ｉ
Ｊ
Ｈ
１
″
〃
、
、
４
〃
：
ｊ
ｒ
Ｕ

晶
近
の
わ
が
川
の
股
堆
に
つ
蝉
と
述
け
い
協
″
し
、
帷
職
に

い
て
は
、
米
の
牝
脈
洲
轆
、
大
対
す
為
峨
業
扣
縦
、
職
業
紹
介

畑
椣
、
高
俳
脈
性
の
近
代
的
腱
職
業
訓
練
に
よ
る
技
能
の
付
与

業
の
育
成
、
農
家
所
御
の
確
保
睦
小
一
連
の
蛸
哩
迩
洲
じ
る
と
Ⅱ

と
な
ら
び
、
離
農
す
る
人
た
ち
β
Ｉ
↓
、
』
Ｉ
ｌ
ｒ
ｌ
，
〃
…
ゞ
‐
．
“
・
§

腓
に
、
今
回
新
ら
し

し
、
職
業
と

生
活
の
安
定
を
保
つ
こ
と
が
重

要
な
探
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
照
し

職
業
安
定
所
で
は
、
市
町
村
、

農
業
委
員
会
、
農
業
協
同
細
合

業者転職一

一対策を推

農

職j
を犬

' !」 セ

洲． α
に前

」

進

の
適
切
な
指

導
援
助
を
は

か
る
こ
と
が

必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
そ

こ
で
岡
の
総

合
股
政
に
と

も
な
い
、
従

来
の
農
業
を

は
な
れ
他
の

産
業
に
転
職

を
希
望
す
る

人
た
ち
の
就

一
な
指

く
「
農
囎

》
ご
膿
．
《
街
に
職
援
助
金
」
の
制
度
を
没

〉
も
雌
と
が
け
次
の
よ
う
な
給
付
金
の
支
給

一
さ
れ
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

本
年
一
○
月
一

一
日
か
ら
実

施
さ
れ
ま
し
－

た
が
、
当
市
一

で
は
、
笠
谷
一

剛
で
は
、
戦
没
者
遺
族
に
対
て
、
旧
耶
人
、
耶
胴
、
戦
没
者

す
る
福
祉
向
上
の
充
実
強
化
を
の
巡
族
海
外
引
揚
荷
等
の
方

図
る
た
め
「
戦
没
者
遺
族
楜
談
で
、
お
困
り
の
こ
と
、
そ
の
他

員
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
援
謹
事
務
全
般
の
こ
と
に
つ
い

こ
の
相
談
員
へ
の
菜
務
委
託
は
て
、
係
圃
が
次
の
よ
う
に
ご
相

｜
誌
壁
嘩
稀
蝿

喜
之
助
氏
（
安
艮
川
二
の
一
）

が
、
お
世
話
く
だ
さ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

市
（
県
ｌ
世
話
課
Ｉ
）
で
は

「
援
護
事
務
巡
回
相
談
」
と
し

ｆ
、
ｆ
、
ｆ
Ｉ
ｆ
１
ｆ
１
ｆ
ｌ
ｆ
１
ｆ
１
ｒ
１
ｒ
１
ｆ
１
ｆ
ｌ
ｆ
、
ｆ
１
ｆ
、
ｆ
、
ｆ
、
ｆ
、
Ｊ
ｈ
ｆ

’こ相
談

引
受
け
ま
す

I

｜

’

’
１
、
職
業
訓
練
手
当

２
、
特
定
職
柧
受
識
奨
励
金
↓

３
、
職
場
適
応
訓
練
饗

４
、
広
域
求
職
活
動
費

５
、
移
帷
掎
金

６
、
帰
省
旅
費

こ
の
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
職

酷
と
生
活
の
安
定
が
は
か
ら
れ
一

る
よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
惟
職
を
希
望
す
る
場
合
は

雌
奇
の
支
所
、
腱
協
ま
た
は
、

尚
荻
公
共
職
堆
宏
定
斬
に
、
ご

川
縦
く
だ
さ
い
。

な
お
、
出
川
川
呼
を
利
用
し

川
稼
就
弥
を
希
望
す
る
人
に
は

「
川
職
労
仙
者
了
帷
」
を
発
給

し
て
、
就
弥
の
宏
全
と
種
々
の

援
継
措
世
を
洲
じ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
職
業

安
定
所
の
紹
介
を
受
け
て
就
労

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

記

昭
和
四
五
年
一
二
月
一
四
日

午
前
一
○
時
か
ら
午
後
三
時

高
萩
研
修
会
館

ど
う
ぞ
お
気
慨
に
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

1

ま
し
た

｢

578
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楽沿f餓我だ市民号きめ：想郵出

●
踊
患

一
、
一
Ｄ
Ｃ

霞蕊

蕊

霞
嘩
湊
蕊
溶
海
鎮
鑑
顯
癖

蕊
曲
…

人
乘
せ
て
浪
江
町

スタートのテープを切る安村市長と吉田議張 浪江町民から紘迎の花束を受ける最年長者の烏朋太吉さん

高瀬川溪谷
シへ、伽

r4nLﾑ ぱやなの

別
表
側
は
、
昨
年
度
と
今
年

あ
ぶ
な
い
〃
・

消
し
忘
れ
切
り
忘
れ

二
月
二
六
日
か
ら
一
二
月
〈
暇
房
器
具
の
正
し
い
使
い

二
日
ま
で
全
国
秋
の
火
災
予
防
方

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
’
一
旅
館
、
事
務
所
等
多
数
の

国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
防
火
者
が
出
入
す
る
建
物
で
の

意
識
の
向
上
を
は
か
り
、
火
災
消
火
避
難
訓
練
の
実
施
。

の
発
生
防
止
と
、
人
命
の
損
傷
Ａ
防
火
管
理
者
を
中
心
と

事
故
の
絶
減
を
期
す
る
た
め
で
す
る
自
主
的
な
避
難
訓
練

す
。
Ｂ
消
防
用
設
備
の
点
検
、

Ｈ
統
一
標
語
使
用
川
純

「
あ
ぶ
な
い
、
消
し
忘
れ
ホ
防
炎
規
制
の
徹
底

切
り
忘
れ
」
火
事
は
油
断
が
禁
物
で
す
。

㈲
実
施
事
項
一
人
の
不
注
意
が
大
事
を
引
起

イ
わ
が
家
の
防
火
総
点
検
し
ま
す
。
皆
ん
な
で
力
を
合
せ

ロ
た
ば
こ
の
投
捨
て
、
寝
た
わ
が
家
、
職
場
を
火
災
か
ら
守

ば
こ
の
防
止
り
ま
し
よ
う
。

ホ
防
炎
規
制
の
徹
底

〃

州

１

１

１

ノ

曲

・
二
Ⅱ
‐
ｖ
不
小

i｣fい伝統を受継<･祁馬焼

長
期
欠
席
児
童
生
徒
を

坐
依
ノ
、
易
』
皇
フ

肥
和
四
十
五
年
皮
長
欠
対
箙
皮
の
山
川
よ
り
七
月
の
Ⅲ
、
五

推
進
地
区
と
し
て
商
萩
市
か
県
十
日
以
上
火
附
し
た
い
わ
ゆ
る

指
定
を
受
け
、
商
萩
市
促
欠
解
長
欠
児
童
生
従
の
久
脂
率
を
比

消
対
策
委
員
会
が
発
足
い
た
し
瞳
し
た
も
の

で
す
か
、
欠
席
率

も
減
少
し
つ
ふ
あ
り
ま
す
。
小

ま
し
た
・

学
校
は
病
虹
、
中
学
校
は
学
校

こ
れ
は
、
市
内
小
中
学
校
の
岬
い
が
お
も
な
欠
恥
即
由
に
な

腿
川
欠
附
児
荒
化
従
及
び
、
そ
っ
て
お
り
ま
す
。

の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
を
救
う
別
表
側
は
、
二
十
五
Ⅱ
以
上

た
め
の
細
仙
で
あ
り
、
学
校
に
川
卜
九
Ⅲ
ま
で
欠
貼
し
た
い
わ

お
け
る
脂
導
は
勿
柿
で
あ
り
ま
ゆ
る
雌
欠
の
お
そ
れ
の
あ
る
児

す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
背
少
年
相
談
敢
化
牝
の
比
岐
衣
で
す
が
、
こ

［
里
児
澁
委
員
等
関
係
機
関
の
れ
も
欠
朋
率
は
減
少
し
つ
上
あ

り
ま
す
。
欠
席
理
山
は
、
小
学

榊
藏
惑
麺
御
醒
恥
味
準
凱
趣
報
癖
娠
に
廊
諦
ど
酔
琴
壺
瀝
辨
毒

で
あ
り
ま
す
。
す
。
今
年
度
の
両
表
を
合
わ
せ

別
表
川
は
、
昨
年
度
と
今
年
密
栓
罐
浄
域
鐡
峰
噸
恥
癒
准
辨

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
人

〃
．
々
の
久
雁
を
す
ぐ
な
く
す
る
こ

と
、
こ
れ
以
外
の
人
々
の
欠
席

切
り
忘
れ
壺
塞
講
馳
琉
舛
評
泳
釧
誹
垂

ら
は
る
次
鯏
で
す
。

〈
暇
房
器
具
の
正
し
い
使
い

病
気
を
し
な
い
よ
う
健
康
管

方
理
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

’
一
旅
館
、
事
務
所
等
多
数
の

昌
弘
負
入
す
る
韮
勿
で
ワ
別
表
⑪
長
欠
児
童
生
徒
欠
席
率

畑
詮
對
細

火
事
は
油
断
が
禁
物
で
す
。
三

１
１
１
銅

一
人
の
不
注
意
が
大
事
を
引
起
小
中
別

し
ま
す
。
皆
ん
な
で
力
を
合
せ
小
学
校

わ
が
家
、
職
場
を
火
災
か
ら
守

中
学
校

り
ま
し
よ
う
。

別
表
側
長
欠

中
学
校

の
お
そ
れ
の
あ
る

－
７
ノ
。
ト
』
Ｔ
Ｊ
ｕ
ｐ
Ⅲ
Ⅲ
Ｊ
、
ノ
ｒ
ｒ
〃
八
一
玉
乱

中
学
校
一
％
岬
一
％
“
一
恵
学
３

小
中
別
年
一
“

妬

理
由

小
学
校
一
％
聖
％
型
病
気
４

｜
％
岬
一
％
唖

’
一
％
”
一
％
岬
一
鏥
蓉
認

｜
％
岬

％
幟
一
蔀
声
皿

44

妬
理
由’

－579－
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最
近
、
予
防
接
種
問
題
が
、

い
ろ
い
ろ
と
一
般
マ
ス
コ
ミ
で

脆
が
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
と
し
ま
し
て
は
、
万

全
の
備
え
を
取
る
た
め
に
、
受

接
種
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
受
接
種
者
の
健
康
状

態
を
ア
ン
ケ
ー
ト
し
、
受
付
に

捉
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
該
当
す
る
方
に
は
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
を
送
付
し
ま
す
）

各
種
別
ア
ン
ケ
ー
ト
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
は
次
の
と

う
り
で
す
。

該
当
を
○
で
囲
ん
で
下
さ
い

注
意
必
ず
接
種
当
日
に
記
入

二
一
二
一
琶
『
二
｜
一
言
一
二
二
一
宮
・
一
』
二
｜
一
言
二
二
’
一
二
己
二
二
｜
言
呂
二
二
一
一
一
二
二
｜
言
一
』
一
二
［
一
一
戸
舌
二
二
一
一
言
二
一
一
一
一
當
阜
二
一
戸

予
防
接
種
に
つ
い
て
お
願
い

イ
接
種
を
う
け
る
直
前
め

体
温
、
度
分
、
（
う
け
に
来

る
時
に
計
る
）

ロ
身
体
の
異
常

下
痢
、
頭
痛
ゞ
の
ど
の
痛
柔
、

湿
疹
、
腹
痛
、
ぜ
ん
そ
く
、
か

ぜ
気
味
．
ひ
ぎ
つ
け
や
す
い
体

質
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
、
質
血
管

系
の
疾
炳
、
布
、
雌

〈
最
近
医
師
に
か
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
か
（
約
一
○
日
間

あ
る
場
合
は
病
名
）
有
、
無

二
身
体
虚
弱
な
者

。
。
■
。
■
。
い
、
、
ご
巳
’
』
Ｄ
Ｃ
。
■
０
．
・
Ｄ
ｐ
Ｄ
ｐ
。
。
。
□
。
。
。
。
。
。

：
掛
亦
：
：
．
：
…
：
．
。
…
．
．
．
：
．
．

。
０
４
０
．
。
。
・
・
・
ｑ
・
再
叩
叩
一
【
。
。
ｑ
・
‐
・
・

Ｐ
・
・
・
ワ
。
。

■
・
ワ
ワ
。
ｐ
Ｐ
ｏ
ｐ
。
。

“
一
弔
一
曇
〈
０
．
．
．
０
．
口
Ｄ
Ｄ
Ｄ
ｏ
ｏ
ｏ
ｑ
ｑ
０
０
ワ

活発をスナップ

一
／
割
ノ
い
／

｜
津
細
権
詫

一
ち
の
も
つ

か
な
政
治

を
、
肌
で

う
と
行
お

試
み
、
こ

め
に
‐
数

前
か
ら
勉

だ
と
い
う

岩
三
三
一
』
ロ
二
三
一
三
二
三
一
三
一
三
一
一
三
一
二
三
二
三
二
一
一
盲
三
二
二
三
二
三
百
三
三
三
二
三
吉
宮
三
言
宕
三

ま
し
た

熱
心
と
活
発
の
中
に

は
気
迫
が
港 ら

プ
は
弾
一

日
に
行
れ

会
、
私
た

と
も
勤
近

「
市
政
」

理
解
し
よ

れ
た
初
の

の
日
の
た

ヵ
月
も
以

強
に
励
ん

だ
け
に
、

加
ち
て
い

せ

人
権
相
談
所
開
設

日
時
と
場
所

昭
和
四
五
年
一
二
月
九
日

午
前
一
○
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で

市
役
所
議
員
控
室

相
談
の
内
容

人
権
侵
害
、
金
銭
貸
借
、
借

地
借
家
、
登
記
問
題
、
結

婚
、
離
婚
、
扶
養
、
そ
の
他

法
律
問
題

主
催日
立
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

後
援
水
戸
地
方
法
務
局
日
立
支
局

水
戸
弁
護
士
会

和
談
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

秘
帝
を
守
り
ま
す
。

な
お
一
切
無
料
で
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

有
無

受
接
種
者
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

用
紙
に
記
入
、
現
在
の
身
体
の

状
態
を
明
ら
か
に
し
、
最
も
状

態
の
よ
い
時
に
接
種
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
接
種
当
時
受
付
が
混

雑
し
、
時
間
的
に
受
接
種
者
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
よ
う
で

す
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は

必
ず
記
入
し
、
体
温
測
定
も
忘

れ
な
い
よ
う
、
ご
協
力
下
さ
い

半
よ
下
さ
い
。

Ｉ

受
検
を
怠
り
ま
す

と
、
計
量
法
二
三
五
条
に
よ
り

処
罰
さ
れ
ま
す
。

（
五
万
以
下
の
罰
金
）

「
取
引
」
や
「
証
明
」
に
使

用
し
た
り
、
伽
用
す
る
た
め
に

持
っ
て
い
る
「
は
か
り
」
は
、

計
量
法
に
よ
っ
て
定
期
検
査
を

受
け
る
こ
と
に
な
つ

計量器定期検査日程表かりの身体検査を
ノ
、
坐
人
巽
ｃ
１
し
‐

検
査
手
数
料
は
、

器
秘
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
、
一
台
に

付
約
五
円
か
ら
一
二

○
円
で
す
。

を
徴
収
さ
れ
ま
す
の

で
、
規
定
の
手
数
料

と
認
印
を
持
参
し
て

受
検
器
物
は
清
潔

に
抓
除
し
提
出
し
て

て
い
・
ま
ず

庭施 ｜ Iキ 間 菟施場所猫’
検
査
で
は
手
数
料

へ
云'｢･iil10.0()～'｢後3.0( 商 工川心

４－

商工会lW10 .00～''二後3 .uO121 1 2 1

秋山小学校'F前10.00～'|:"1.3012113 1 1

多賀畜産
農業協同組合

手
の
一
人
、
市
内
春
日
町
の
、

佐
川
実
（
二
○
才
）
さ
ん
は
、

陸
上
競
技
に
出
場
、
一
○
○
メ

ー
ト
ル
競
走
と
走
り
幅
跳
び
に

入
賞
し
、
輝
く
銀
、
釧
ノ
ダ
ル

※
検
査
日
程
は
右
表
の
よ
う
に

行
い
ま
す
が
一
二
月
三
日
の
多

賀
畜
産
農
協
と
、
八
円
の
松
岡

支
所
に
つ
い
て
は
、
牛
衡
器
の

検
査
に
つ
き
一
般
の
検
査
は
そ

れ
以
外
の
場
所
（
時
間
）
で

行
い
ま
す
。

r~11
ミョノ 1-〆

名た
の 。

代県
表内
選一

三＝＝＝＝＝＝二

さ
る
、
－
０
月
二
四
、
二
五

日
の
両
日
、
岩
手
県
盛
岡
市
、

県
営
運
動
一
公
園
陸
上
競
技
場
に

お
い
て
、
か
ら
だ
の
不
自
由
を

克
服
し
て
鍛
え
た
力
と
わ
ざ
を

競
う
第
六
回
全
Ⅱ

国
身
体
陣
牽
ロ
者

佐
川
式

ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま

く

し
た
。
県
内
一
一
４
ノ

21 1 3 1 if2.(IO~'|・・陵3.0U

lzI I 4 1 1 1 ;F前10.00～'l:if3.001高萩車検場

'F前11 .00～午iji111 .30 上君田小学校121 1 7 1 1

；
F君田松本商店向1F君田松本商店j1'｢後12.30～』｢･後1 ．30

'I･if1 .50～'F後2.30横ll l豊田商店ii

｢|1i10.30～'lallill1 ．()0 鳥曾根三代間店111

1m11 ､30~'|皇後12.30 大能佐川忠義宅k能佐川忠義宅

'21 1 8 1

を
稚
得
Ｉ
ま
し
た
ゞ

記
録
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
○
○
メ
ー
ト
ル
競
走
の
部

Ｂ
一
組

①
和
田
（
広
島
）

一
⑨
西
崎

（
北
抑
道
）

ん

③
佐
川
実

活

躍

（蝿秒３）

走
り
柵
跳
び
の
部

。
『
一
組

②
佐
川
実
（
五
メ
ー
ト
ル
）

と
び
だ
す
な

車
は
急
に

と
ま
れ
な
い

'fifl .00～午後1 ．30

'fif2 . ()0~上｢_後3.00

'|Wi10.30～',二liiill ､50

若栗沼田商店前〃

〉 高萩農協松岡訓,〃

I
川側河内屋前121 1 9 1

下手綱公民館後1 .00～午後3.00

－580


